田舎館村農業委員会総会議事録

1． 開催日時　令和３年１１月１０日（水）午前８時５９分から９時３０分
２．開催場所　田舎館村役場３階「リハーサル室」

３．出席委員
農業委員（１０名）

　　会　長　　　　　　　　１０番　　福士　眞規
会長職務代理者　　　　　１番　　葛原　慶仁
委　員　　　　　　　　　２番　　菊地　卓朗
　　　　　　　　　　　　３番　　山本　久行
　　　　　　　　　　　　　　４番　　中山　静子
　　　　　　　　　　　　　　５番　　鈴木　穣
６番　　福原　義明
７番　　工藤　浩司
８番　　田澤　隆

９番　　白戸　陽平
農地利用最適化推進委員（６名）
担当区域１　　工藤　秀範
担当区域２　　岩間　孝治
担当区域４　　白戸　卓郎

　　　　　　　　　担当区域５　　小山　清孝

担当区域６　　鈴木　哲也
４．欠席委員（１名）　担当区域３　　鈴木　秀樹
５．議事日程
　　　　　　　第１　議事録署名委員の指名

　　　　　　　第２　会議書記指名

　　　　　　　第３　議案第３０号　農用地利用集積計画の決定について
　　　　　　　　　　議案第３１号　田舎館村農業委員会非農地等証明書交付に関する事務
処理要領に基づく非農地等証明に係る意見について
　　　　　　　　　　報告第９号　　農地法第１８条第６項の規定による通知書の受理につ
いて
　　　　　　　　　　　　　　　　　
６．農業委員会事務局職員
　　　　　　　事務局長　　竹内　哲也
　　　　　　　事務局次長　　佐藤　勝彦
７．会議の概要
事務局　　ただいまより、１１月の定例総会を開催いたします。
まず、はじめに田舎館村農業委員会憲章の唱和を行います。
会　長　　一つ、農業委員会は　（憲章唱和　以下略）
事務局　　会長よりあいさつがあります。
会　長　　（会長あいさつ　以下略）
それでは、会議をはじめたいと思います。本日の出席委員数は、農業
委員１０名、推進委員５名です。田舎館村農業委員会規則第６条により
会議が成立します。

　　　　　　　　　　議事録署名者の指名を行います。７番の工藤浩司委員と８番の田澤隆
委員を指名します。

　　　　　　　　　　書記には、事務局の竹内・佐藤の両名を任命します。

　　　　　　　　　　それでは、議案に入りますが、議案第３０号に入る前に、農業委員会
等に関する法律第３１条及び田舎館村農業委員会会議規則第１０条によ
り「農業委員会の委員は、自己又は同居の親族若しくは、その配偶者に
関する事項については、その議事に参与することができない。」とありま
すので、推進委員の工藤秀範委員は、審議終了までの退席をお願いしま
す。
（推進委員　工藤秀範委員　退席９：０５）
　　　　　議案に入ります。

　　　　　議案第３０号、農用地利用集積計画の決定についてを議題といたします。

　田舎館村長から、別紙のとおり農用地利用集積計画を定めたい旨の通知が
あったので、農業経営基盤強化促進法第１８条第１項の規定により農業委員
会の決定を求めるものであります。
　事務局より説明願います。
事務局　　今月の案件は、賃貸借権設定が６件です。
【議案第３０号、賃貸借権設定の整理番号８３～８８について説明】

　　　　　

　　　　　３ページの賃貸借権設定の整理番号８３については、大袋地区中心部から
北東約８７０ｍに位置する農地であります。
　賃貸人自らの耕作が困難となったことから、近い場所を耕作する賃借人が
借受けるものであります。
　次に、４ページの整理番号８４については、賃借人が以前から作業受託に
より作業していた場所でありますが、今回、作業受委託から農地中間管理事
業を通して賃貸借権設定へ切り替えるものであります。
　次に、整理番号８５と８６については、高樋地区の弘南鉄道、田舎館駅か
ら南側約３００ｍに位置する農地であります。
　賃貸人自らの耕作が困難となったことから、隣接地を耕作する賃借人が借
受けるものであります。
　次に、５ページの整理番号８７については、高樋地区の東側に隣接する農
地であります。
　賃貸人自らの耕作が困難となったことから、隣接地を耕作する賃借人が借
受けるものであります。
　次に、整理番号８８については、高樋地区中心部に位置する農地でありま
す。
　賃貸人自らの耕作が困難となったことから、近い場所を耕作する賃借人が
借受けるものであります。

以上の経営内容は、経営面積、従事日数など、農業経営基盤強化促進法第
１８条第３項の各要件を満たしております。
以上で説明を終わります。
会　長　　議案の審議に入ります。
　　　　　　　　　　議案第３０号に対して、意見、質問等ありませんか。
委　員　　（ありませんの声）
会　長　　無いようですので、議案第３０号は議案のとおり決定することとしま
す。
（推進委員　工藤秀範委員　着席９：０９）
　　　　　　　　　　次に、議案第３１号、田舎館村農業委員会非農地等証明書交付に関す
る事務処理要領に基づく非農地等証明に係る意見についてを議題といた
します。
　　　　　　田舎館村農業委員会非農地等証明書交付に関する事務処理要領の規定
により、別紙のとおり非農地等証明願の提出があったので、意見を求め
るものであります。
　　　　　　事務局より説明願います。
事務局　　議案第３１号について説明いたします。
　　　　　　　　　　今月の提出は、１件であります。
　　　　　　　　　　願出人は、土地所有者が東京都港区赤坂６丁目６－１４サン・サン赤
坂の清藤久一さんで、東京都中央区佃２丁目１番１－１３１５号の倉
佐知子さんが成年後見人となっております。
　　　　　　土地の場所は、堂野前地区の西側に隣接し、堂野前字種井１３－１、
１３－３、１４－３の３筆で登記、現況地目とも畑で、合計面積が９９
５㎡であります。以上です。

会　長　　次に、現地調査の結果報告について、３番の山本久行委員よりお願い
します。
調査委員（３番　山本久行委員）

　　　　　　　　　　１１月１日（月）に、中山委員、鈴木委員、事務局の４名で、現地調
査に行ってきました。
　　　　　　　　　　申請人の氏名、成年被後見人の清藤久一さん、成年後見人の倉佐知
子さんです。
　　　　　　　　　　土地の所在は・・・・（中略）・・・、調査結果としましては・・・（中
略）・・・と見てまいりました。
　以上です。
会　長　　それでは、審議に入ります。
　　　　　議案第３１号に対して、ご意見、質問等ありませんか。
委　員（２番　菊地卓朗委員）
　　　　　申請地は、農振農用地区域外で、２０以上耕作されていない状況から考え
れば、基本的には良いと思うが、ただそれだけでは判断が難しいと思う。
　　　　　単純にそれだけの判断だと、非農地証明のハードルが低く、今後の案件に
も影響するのではないか。
会　長　　それでは、暫時、休憩します。
　　　　（休憩）
　　　　　それでは、休憩を解き、会議を再開します。
会　長　　他に、ありませんか。

　　　　　無ければ、この案件について、非農地と判断するか、多数決を取りたいと
　　　　思います。
　　　　　非農地とすることに賛成の委員は、挙手願います。
（挙手５名：葛原慶仁、山本久行、中山静子、鈴木穣、田澤隆）
　　　　　非農地とすることに反対の委員は、挙手願います。
（挙手４名：菊地卓朗、福原義明、工藤浩司、白戸陽平）
　　　　　賛成５名、反対４名、よって、議案第３１号については、非農地とするこ
とに決定いたします。

次に、報告第９号、農地法第１８条第６項の規定による通知書の受理につ
いて、農地法施行規則第６８条第１項の規定により、別紙のとおり合意によ
る解約等に係る通知書を受理したので報告するものであります。
事務局より説明願います。
事務局　　報告第９号について説明いたします。

　

【報告第９号について説明】
会　長　　報告ですが、質問等ありませんか。
委　員　　（ありませんの声）
会　長　　無いようですので、報告第９号を終わります。
　　　　　　　　　　以上で、今日の総会の議案は、全て終了しました。
　　　　　　　　　　ありがとうございました。

前記のとおり会議の次第を記録し、相違ないことを認証し署名押印する。
令和３年１１月１０日
田舎館村農業員会
会　長
議事録署名者

委　員
委　員
